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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年6月29日(2017.6.29)

【公表番号】特表2016-521683(P2016-521683A)
【公表日】平成28年7月25日(2016.7.25)
【年通号数】公開・登録公報2016-044
【出願番号】特願2016-514523(P2016-514523)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 498/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 519/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 215/48     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 495/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｊ  43/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｊ   9/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/577    (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/18     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/26     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/46     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  498/04     １０３　
   Ｃ０７Ｄ  519/00     ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ  215/48     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  495/04     １０３　
   Ｃ０７Ｊ   43/00     　　　　
   Ｃ０７Ｊ    9/00     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   33/53     　　　Ｓ
   Ｇ０１Ｎ   33/53     　　　Ｊ
   Ｇ０１Ｎ   33/577    　　　Ｂ
   Ｃ０７Ｋ   16/18     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   16/26     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ
   Ｃ０７Ｋ   16/46     　　　　
   Ｃ１２Ｐ   21/08     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年5月19日(2017.5.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　抗体の作成のための式Ｉの免疫化合物：
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【化１】

（式中、Ｒは、アルキル、アルコキシ、アルコキシアルキル、アミノアルキル、アミドア
ルキル、カルボキシアルキル、置換カルボキシアルキルからなる群から選択されるメンバ
ーであり、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、及びＲ８は各々、水素、アルキル、ハロ
、ヒドロキシル、アルコキシ、アミノ、アロイル、アルカノイル、アミド、置換アミド、
シアノ、カルボキシル、アルコキシカルボニル、スルホネート、アルコキシアルキル、カ
ルボキシ、カルボキシアルキル、アルコキシカルボニルアルキル、スルホネートアルキル
、Ｌ、及びＲ１１Ｂからなる群から独立に選択されるメンバーであり、
　Ｌは、リンカーであり、
　Ｒ１１は、化合物と生体分子との間に生じる接続部であり、
　Ｂは、タンパク質又は免疫原性ペプチドである生体分子であり、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、及びＲ７の群の少なくとも１つのメンバーがＲ
１１Ｂである）。
【請求項２】
　Ｒが、アミノアルキル、カルボキシアルキル、及び置換カルボキシアルキルからなる群
から選択されるメンバーである、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｒが、－ＣＨ２ＣＨ２ＮＨ２、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＯ２Ｈ、及びＣＨ２ＣＨ（ＮＨ２）Ｃ
Ｏ２Ｈからなる群から選択されるメンバーである、請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ３がＲ１１Ｂである、請求項１に記載の化合物。
【請求項５】
　抗体を作成するための方法であって、
　（ａ）請求項１～４のいずれか一項に記載の免疫化合物を含む免疫原を提供するステッ
プと、
　（ｂ）動物の免疫系が抗体を作成する条件下で、動物を免疫原で免疫化するステップと
、
　（ｃ）抗体を動物から除去するステップと
を含み、前記動物がウサギ、マウス、ヒツジ、ニワトリ、及びヤギからなる群より選択さ
れる、抗体を作成するための方法。
【請求項６】
　抗体がポリクローナル抗体又はモノクローナル抗体である、請求項１～５のいずれか一
項に記載の方法によって作成された抗体又はそのフラグメント。
【請求項７】
　Ｆａｂ又はＦａｂ２フラグメントである、請求項６に記載の抗体又はそのフラグメント
。
【請求項８】
　組換え抗体である、請求項６に記載の抗体又はそのフラグメント。
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【請求項９】
　５－ヒドロキシトリプタミン（５－ＨＴ）に特異的に結合する抗体又はそのフラグメン
トであって、前記抗体が、トリプトファン、５－ヒドロキシトリプトファン、及び５－ヒ
ドロキシインドール酢酸からなる群から選択されるメンバーに対して１％未満の交差反応
性を有する、請求項６～８のいずれか一項に記載の抗体又はそのフラグメント。
【請求項１０】
　５－ヒドロキシトリプトファン（５－ＯＨ）に特異的に結合する抗体又はそのフラグメ
ントであって、前記抗体が、トリプトファン、５－ヒドロキシトリプタミン、及び５－ヒ
ドロキシインドール酢酸からなる群から選択される１つ又は複数のメンバーに対して１％
未満の交差反応性を有する、請求項６～８のいずれか一項に記載の抗体又はそのフラグメ
ント。
【請求項１１】
　５－トリプトファンに特異的に結合する抗体又はそのフラグメントであって、前記抗体
が、５－ヒドロキシトリプトファン、５－ヒドロキシトリプタミン、及び５－ヒドロキシ
インドール酢酸からなる群から選択される１つ又は複数のメンバーに対して１％未満の交
差反応性を有する、請求項６～８のいずれか一項に記載の抗体又はそのフラグメント。
【請求項１２】
　５－ヒドロキシインドール酢酸に特異的に結合する抗体又はそのフラグメントであって
、前記抗体が、トリプトファン、５－ヒドロキシトリプトファン、及び５－ヒドロキシト
リプタミンからなる群から選択される１つ又は複数のメンバーに対して１％未満の交差反
応性を有する、請求項６～８のいずれか一項に記載の抗体又はそのフラグメント。
【請求項１３】
　哺乳動物からの体液又は組織試料中の、セロトニン（５－ＨＴ）、５－ヒドロキシイン
ドール酢酸（５－ＨＩＡＡ）、５－ヒドロキシトリプトファン（５－ＨＴＰ）、及びこれ
らの組合せからなる群から選択される代謝産物をアッセイするための方法であって、方法
が、
　試料を、セロトニン（５－ＨＴ）、５－ヒドロキシインドール酢酸（５－ＨＩＡＡ）、
５－ヒドロキシトリプトファン（５－ＨＴＰ）、及びこれらの組合せからなる群から選択
される代謝産物に特異的に結合する、請求項９～１２のいずれか一項に記載の抗体と混合
するステップと、
　抗体が代謝産物に特異的に結合するか否かを決定するステップであり、特異的な抗体の
結合が、代謝産物が試料中に存在することの指標である、ステップと
を含む方法。
【請求項１４】
　前記アッセイは競合ＥＬＩＳＡであり、前記試料中の前記代謝産物が標識化したハプテ
ンと競合する、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記標識化したハプテンは下記からなる群より選択されるメンバーである、請求項１４
に記載の方法。
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【化２】


	header
	written-amendment

